
日

直

鯛

;i

f

l

…

劃

部

ロ
ち

月

…
行

集

阪

.

l

u

，

編

市

Q
U
9
…

発

り

府

F
u
・
よ

用

q
u

d

…
集

だ

q
u

』
実

1
円

宮
ロ

5
…
編

釦

似

合

FP

和

…

制

問

昭

…

時

相

咽タ 議会だよリ

六
月
定
例
会
は
、
六
月
三
十
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
七
月
十
-
固
ま
で
の
十
二
日
間
と
決
め
、
市
長

か
ら
提
出
さ
れ
た
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
等
六
件
、
昭
和
五
十
三
年
度
一
般
会
計
及
び
下
水

道
事
業
特
別
会
計
の
補
正
予
算
二
件
、
市
道
路
線
の
認
定
等
十
六
件
、
監
査
委
員
選
任
の
人
事
案
件
一
件

の
計
二
十
五
件
を
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
並
び
に
同
意
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
正
副
議
長
の
選
挙
と
常
任
委
員
の
改
選
、
甲
府
市
玉
穂
村
中
学
校
組
合
議
会
並
び
に
甲
府
地
区

広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
の
補
欠
議
員
の
選
挙
、
議
会
選
出
の
農
業
委
員
会
委
員
の
推
せ
ん
等
を
そ
れ
ぞ

れ
行
い
、
さ
ら
に
甲
府
駅
近
代
化
促
進
並
び
に
交
通
問
題
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
の
中
間
報
告
が
あ

り
、
な
お
意
見
書
二
件
の
提
出
を
決
め
て
、
七
月
十
一
日
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

会
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6 月定例会日程

王室

。

イク

グ

日

議
長
に
上
田
英
文
氏
当
選

臼

副
議
長
に
は
清
水
清
富
氏

月

6. 

7. 

の
本
会
議
で
当
局
原
案
の
と
お
一
名
の
選
任
及
び
任
期
満
了
に
伴
一
ー
し
た
が
、
日
程
に
追
加
し
、
議
一
識
経
験
を
有
す
る
者
の
中
か
ら

六
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
一の
貸
付
限
度
額
を
増
額
改
定
す
一
も
の
で
す
。
一
工
事
二
件
、
小
学
校
改
築
工
事
一
り
異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。
一
う
常
任
委
員
の
改
選
を
行
う
と
一
題
と
す
る
こ
と
が
否
決
さ
れ
ま
一
選
ぶ
農
業
委
員
の
推
せ
ん
が
行

条
例
案
は
、
先
ず
公
共
料
金
値
一る
も
の
、
母
子
家
庭
の
児
童
に
一
ま
た
、
補
正
予
算
は
、

一
般
一
二
件
、
刑
務
所
新
営
工
事
四
件
一
今
議
会
で
の
一
般
質
問
は
、
一
と
も
に
、
さ

ら

に

正

副

議

長

辞

一

し

た

。

一

わ

れ

、
次
の
と
お
り
決
し
ま
し

上
げ
に
関
す
る
水
道
条
例
の
二
対
す
る
医
療
費
の
軽
減
を
図
司
令
一会
計
で
ゆ
下
水
道
事
業
特
別
会
一
の
計
十
件
で
す
。
士
二
日
か
ら
五
固
ま
で
の
三
日
間
一
職
に
伴
う
選
挙
を
行
い
、
投
票
一
最
後
に
「
地
方
貯
金
局
の
存
一
た
。

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
で
、
一
た
め
、
当
該
児
童
の
受
給
年
令
一計
繰
出
金
及
び
道
路
整
備
並
び
一
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
重
要
一に
わ
た
っ
て
六
議
員
が
各
党
派
一
の
結
果
、
第
五
十
九
代
議
長
に
一
置
」
並
び
に
「
地
方
公
営
企
業
一
森
沢
茂
市
村
輝
男

こ
れ
は
増
大
す
る
水
需
要
に
対
一の
引
き
上
げ
を
行
う
も
の
、
国
一に
街
路
事
業
費
が
主
な
補
正
で

一議
案
を
審
査
す
る
た
め
、
刑
務
一を
代
表
し
て
行
い
、
水
道
事
一
上
回
英
文
民
〈
市
政
ク
ラ
フ
〉
一
制
度
の
抜
本
改
正
」
に
関
す
る
一
極
野
褒
明
土
屋
直

処
す
る
た
め
の
荒
川
グ
ム
建
設
一
民
健
康
保
険
料
の
賦
課
限
度
額
一あ
り
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
一所
新
営
工
事
に
関
す
る
訴
負
契
一梨
、
教
育
行
政
、
不
況
対
策
、

一第
七
十
代
副
議
長
に
清
水
槽
富
一
意
見
容
を
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
一

武
川
和
好

を
含
む
第
五
期
砿
張
事
撲
を
は
一の
改
定
、
同
保
険
料
の
所
得
に
一は
、
下
水
道
管
布
投
事
業
費
及
一約
の
締
結
四
件
に
つ
い
て
は
、

一都
市
区
画
盤
理
事
業
な
と
に
論
一
氏
〈
市
政
ク
ラ
ブ
)
が
そ
れ
ぞ
一
関
係
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
を
一

じ
め
と
す
る
今
後
の
水
道
事
業
一
係
る
申
告
書
提
出
期
限
の
設
一び
終
末
処
理
場
沈
澱
池
機
回
開
設
一刑
務
所
移
転
促
進
に
関
す
る
調
一議
が
集
中
し
ま
し
た
。

一れ
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
決
め
、
す
べ
て
の
議
事
を
終
了
一
甲

府

地

区

広

緩

行

政

の
状
況
を
勘
案
す
る
な
か
で
、

一定
、
同
保
険
料
を
軽
減
す
る
敏
一備
工
事
費
等
の
補
正
で
あ
り
、

一査
特
別
委
員
会
に
、
そ
の
ほ
か
一

ま
た
、
本
定
例
会
最
終
日
に
一同
日
市
長
か
ら
議
会
選
出
の
監
一
し
ま
し
た
。

一
事

務

組

合

並

び

に

甲

健
全
財
政
を
維
持
す
る
た
め
に
一保
険
者
一
人
当
り
の
加
算
額
の
一総
額
十
一
億
円
を
制
亙
る
補
正
一は
所
管
の
常
任
委
員
会
に
そ
れ
一は
、
は
じ
め
に
甲
府
駅
近
代
化
一
査
委
員
選
任
に
つ
い
て
の
人
事
一

一

一

一

一

一

一

一

一

府

市

玉

穂

村

中

学

校

必
要
な
水
道
料
金
の
改
定
を
行
一
引
き
上
げ
等
を
行
う
も
の
、
家
一額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一ぞ
れ
付
き
c
れ
、
総
務
、
建
設
一促
進
並
び
に
交
通
問
題
に
関
す
一
案
件
が
追
加
提
案
さ
れ
、
樋
口
一

六

月

臨

時

会

開

〈

一

う
も
の
で
す
。
ま
た
、
市
立
高
一
夜
共
済
掛
金
の
分
納
回
数
ーを
増
一

さ
ら
に
こ
の
ほ
か
の
案
件
一経
済
、
民
生
の
各
常
任
委
員
会
一る
調
査
特
別
番
目
員
会
の
五
十
二
精
一
氏
(
社
会
党
〉
が
同
意
選
一

一
組

合

補

欠

級

員

決

ま

等
学
校
及
び
幼
稚
園
の
学
校
医
一
加
す
る
と
と
も
に
家
畜
共
済
に
一
は
、
愛
宕
神
社
前
通
線
を
は
じ
一
は
六
日
、
水
道
常
任
委
員
会
は
一年
九
月
設
置
以
降
今
固
ま
で
の
一
任
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
議
会
推
一
六
月
臨
時
会
は
、
六
月
十
六
一
る

等
の
公
務
災
害
補
償
に
つ
レ
一
係
る
責
任
準
備
金
及
び
不
足
金
一
め
と
す
る
市
道
路
線
の
認
定
六
一
六
日
か
ら
八
日
ま
で
、
刑
務
所
一
調
査
の
状
況
に
つ
い
て
委
員
長
一
せ
ん
の
農
業
委
員
会
委
員
五
名
一
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
市
長
か
一

て
、
補
償
基
礎
額
の
引
き
上
げ
-
て
ん
補
準
備
金
の
積
立
等
を
行
一
件
及
び
詰
負
契
約
の
締
結
案
件
一
移
転
促
進
に
関
す
る
調
査
特
別
一
か
ら
中
間
報
告
が
あ
り
、
続
い
一
の
推
せ
ん
を
決
め
、
甲
府
市
王
一
ら
提
出
さ
れ
た
甲
府
市
長
業
委
一

こ
の
た
び
両
組
合
の
組
合
議

を
行
う
も
の
、
さ
ら
に
災
害
弔
一
お
う
と
す
る
も
の
な
ど
、
そ
れ
一
と
し
て
、
大
津
終
末
処
理
場
建
一
委
員
会
は
十
日
に
委
員
会
審
査
一
て
刑
務
所
移
転
促
進
に
関
す
る
一
穂
村
中
学
校
組
合
議
会
並
び
に
一
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
一
員
河
西
宮
夫
氏
の
辞
任
に
伴
う

慰
金
の
額
及
び
災
害
援
護
資
金
一
ぞ
れ
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
一
設
工
事
二
件
、
公
営
住
宅
建
設
一
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
十
一
日
一
調
査
特
別
委
員
会
制
欠
番
員
二
甲
府
地
区
広
威
行
政
事
務
組
合
一
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
一
補
欠
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

-

一

.，

H

i

j

i---i
j
ロ

一
議
会
の
そ
れ
ぞ
れ
一
名
の
補
欠
一
例
案
四
件
、
補
正
予
算
案
二
一
内
藤
源
一
議
員
が
指
名
推
せ
ん

・

一

i
l
i-
-i
i
:
:
i
i
i
i
l
i-

-議
員
の
選
挙
は
、
指
名
推
せ
ん
一
件
、
専
決
処
分
二
件
を
審
議
し
一
に
よ
り
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

園

一

正

副

議

長

就

任

あ

い

さ

つ

河

せ

ら

れ

た

命

題

で

あ

り

ま

叶

絡

げ

れ

附

け

盟

に

い

い

J
引
い
山
慎
L
月
刊
日
げ
れ
ば
!
の
と
一

-

一

一

一

一

特

別

委

員

の

変

更

圃

一

さ
ら
に
刑
務
所
移
転
、
荒
川
よ
レ
市
政
建
設
の
た
め
に
班
進
一
郎
氏
〈
自
由
民
主
党
〉
か
ら
緊
一

一

司

一

、
主

ー

・

v
rt

し
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
身
に
余
ダ
ム
建
設
、
甲
府
駅
近
代
化
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
一
急
質
問
が
あ
り
、
こ
の
緊
急
質
一

学

総

経

験

選

出

の

一

E
E

一

九

t
E
F
-
-
F

一

一

一

甲

府

刑

務

所

移

主

促

進

に

剖

B

三

週

区

岨

主

る
光
栄
で
あ
り
感
激
で
あ
り
ま
国
体
誘
致
な
と
の
大
量
ぎ
を
新
た
に
い
た
す
も
の
で
あ
り
一
間
に
関
連
し
て
、
議
員
提
案
に
一

農

業

委

員

を

推

せ

ん

一
す
る
調
査
特
別
委
引
上
回
英

阻

一

綱

引
過
姐

d
，Q
錯

す

。

抱

え

て

、
今

後

の

市

政

の

推

進

ま

す

。

一

よ

り
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一
般
質
問
は
七
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
小
林
匡
〈
社
会
党
〉
、
溝
口
一
雄
(
公
明
党
〕
、
武
川
和

好
(
共
産
党
)
、
上
田
英
文
(
市
政
ク
)
、
伊
藤
常
八
(
市
政
ク
〉
、
臼
井
成
夫
(
自
民
党
)
の
六
氏
が
、
市
長
の
政
治
安

勢
、
水
道
料
金
問
題
、

教
育
行
政
、
交
通
対
策
、
農
業
行
政
、
広
域
行
政
等
、
当
面
す
る
市
政
の
問
題
点
を
と
り
あ
げ
、
き

び
し
い
暑
さ
の
中
で
活
発
な
質
問
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

戸一一?¥

-
般

質にム

問
、二i

の

措

置

と

し

て

行

政

対

応

は

す

一

現

在

の

市

民

一

従
っ
て
、
水
道
は
も
は
や
特
一ん
。
幸
い
最
近
に
至
り
水
源
開
用
水
水
道
事
業
に
対
す
る
補
一
第
二
点
に
、
支
線
の

一
部
を

ベ
き
で
な
い
と
判
断
し
、
今
後
一

生
活
に
と
っ
て
一定
の
者
に
対
す
る
ザ
l
ピ
ス
給
一発
曲
目
や
汚
泥
処
理
関
係
費
に
対
助
率
二
五
ハ

1
セ
ン
ト
以
上
一歩
行
者
専
用
に
し
、
横
道
か
ら

大

き

く

予

想

さ

れ

る

農

業

経

営

一

上

水

道

の

受

持
一付
の
域
を
超
え
た
国
家
的
な
事
一す
る
悶
庫
補
助
の
範
聞
の
砿

一

に
引
き
上
げ
、
施
設
の
改
良
一幹

協
に
侵
入
す
る
車
両
を
規
制

に

つ

い

て

再

検

討

を

加

え

る

必

一

つ

役

割

は

、

極
一業
で
あ
り
、
国
の
責
任
に
お
い

-大
、
補
助
率
の
引
き
上
げ
な
ど
事
業
に
つ
い
て
も
補
助
対
象
し
た
こ
止
。

要

性

を

痛

感

し

、

営

農

計

画

転

一

め

て

大

き

レ

も
一て
上
水
道
事
業
の
抜
本
的
方
策
一が
図
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
一

と
す
る
こ
と
。

一

以
上
、
二
点
の
改
善
に
よ
り

換

促

進

事

業

と

し

て

対

応

す

ベ

一

の

が

あ

り

ま

十を
確
立
し
、
地
方
公
共
団
体
と
一更
に
鉱
大
充
実
し
て
上
水
道
事
一
一
企
業
依
の
利
率
を
大
幅
に
一各
橋
を
通
過
す
る
幹
線
に
つ
い

く
地
区
説
明
会
、
部
落
懇
談
会
一
す
。
水
道
は
郡
二
体
と
な
っ
て
原
本
の
確
保
、
業
の
健
全
な
発
展
を
期
す
べ
き
引
き
下
げ
、
償
還
期
限
の
最
一
て
は
規
制
前
よ
り
多
少
早
く
通

を
開
催
し
、

農

家

も

白

か

ら

の

一

市

に

お

い

て

人

一浄
水
の
供
給
に
当
た
る
こ
と
が
で
あ
り
ま
す
。
大
限
の
延
長
を
図
る
こ
と
二
過
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

問

題

と

し

て

農

業

の

在

り

方

を

一

が

生

き

て

行

く
一時
代
の
要
部
と
な
っ
て
お
り
ま
よ
っ
て
甲
府
市
議
会
は
、
政
二

F
ム
建
設
な
と
水
源
開
発
が
現
状
で
あ
る
。

理

解

し

、

現

在

甲

府

市

の

転

作

一

た

め

の

水

を

供
一す

。

府

に

対

し

速

や

か

に

現

行

地

方

一

に
つ
い
て
は
、
闘
の
責
任
に

‘

:
j
i
j
);

目
標
二
二
五

・
六

ヘ

ク

タ

ー

ル

一

給

す

る

唯

一
の
一

し
か
る
に
、
現
行
地
方
公
営
公
包
企
業
法
並
び
に
水
道
法
一

お
い
て
全
額
国
貨
を
も
っ
て
一

に
対
し
二
三
四

・
七
へ
、ク
タ
i
一

施

設

で

あ

る

ば

一企
業
制
度
は
、
巨
額
な
経
費
を
を
、
地
方
公
営
企
業
の
実
情
に
一

積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
。

一

朝

気

・

城

東

地

区

ル一

O
四

%

の

転

換

計

画

と

な

一

か

り

で

な

く

、

一要
す
る
上
水
道
事
業
に
対
し
田
'
ら
し
「
公
共
性
の
確
保
」
を

一

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
一

の

区

画

整

理

事

業

っ

た

。

一

都

市

の

発

展

、

一

て

、
厳
し
い
独
立
保
算
を
課
し
借
地
点
に
抜
本
改
正
す
る
と
と
も
一条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
↑

地
区
別
に
は
そ
の
立
地
条
件
一
産
業
の
伸
長
、

一て
お
り
、
地
方
公
共
団
体
が
そ
に
、
当
面
次
の
事
項
に
つ
い
て

一容
を
提
出
す
る
。

ト

の

内

容

を

示

せ

一
等
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
増
減
は
あ
る
一
生
活
水
単
の
向
一の
枠
の
中
で
経
営
の
基
本
原
則
-実
現
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
一

附
和
五
十
三
年
七
月
十
一
日
-

一
が
、
今
後
は
更
に
こ
れ
ら
の
問
一
上
に
と
っ
て
不
一と

し

て

求

め

ら

れ

て

い

る

「

公

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

甲

府

市

議

会

一

間

刑
務
所
跡
地
利
仰
計
画

一
組
を
検
討
し
、
作
目
別
に
は
転
一

可
欠
の
条
件
と
一共
性
の
確
保
」
を
図
る

こ
と

記

一内
閣
総
理
大
臣
、
大
蔵
大
臣
、

一と
同
時
に
、
城
東
三

l
E
丁
目

一
換
作
目
中
変
類
二

-
一
一
ヘ
タ

一

な
っ
て
い
ま
一は
、
財
政
上
か
ら
極
め
て
至
緩
-
上
水
道
の
鉱
張
事
業
等
に
一自
治
大
臣
、
厚
生
大
臣
、

一
・
朝
気
一
|
二
丁
目
地
区
の
区

タ
1
ル
四
九

・
五

%

、

果

樹

二

す

。

一で
あ
る
と
言
わ
さ
る
を
得
ま
せ
対
す
る
国
庫
補
助
率
を
工
業
一建
設
大
臣
、
国
土
庁
長
官
あ
て
一
画
整
理
事
業
の
説
明
会
が
開
か

八
二
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
七
・
八
一

t
f
J
J
‘y
e
t
i
-

、i-
J
K
-
r
r
E
z
-
-
t
-
r
t
!
i
e
i
r
F
E
t
-
-
J
e
・3
1
t
t
Y
E
-
-
t
e
y
-
-

一
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
内

水

道

料

値

上

げ

一

%
、
そ
の
他
で
こ
れ
ら
転
作
目
一
技
術
指
導
を
し
て
い
き
た
い
と
一い
く
よ
う
陳
情
し
て
い
る
。
近
一
と
も
つ
な
が
り
が
あ
り
、

そ
の
一
つ
い
て
は
、
江
指
摘
の
中
に
土
容
を
示
し
て
ほ
し
い
。

一

の
栽
暗
に
つ
い
て
は
積
極
的
な
一
考
え
て
い
る
。

一く
川
町
か
ら
原
案
が
示
さ
れ
た
時
一意
味
か
ら
人
口
発
展
の
可
能
性
一
な
・
つ
け
る
事
カ
沢
山
あ
る
。
本
一

答
刑
務
所
跡
地
整
備
と
周

一

般

物

価

へ

の

影

響

は

一

一

一

占

、

で

、

議

会

・
審
き
で
検
討
一は
十
分
に
あ
る
。
四
、
入
八
三
一
市
は
長
野
闘
を
号
、
色
一辺
開
発
は
並
行
的
に
突
絡
で
き

一

こ

一

線

引

き

の

見

直

し

と

一
ね
が
い
た
い
。

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
調
整
区
肢
は
市
一
村
も
目
下
策
定
中
で
あ
る
c

い
一る
こ
と
が
理
想
的
で
あ
り
、
現

間
今
回
の
水
道
料
値
上
げ
一い
家
庭
へ
の
公
衆
浴
場
確
保
の

一

嘗

震

計

画

転

換

伝

作

栽

培

I
積

極

一

一

ま
た
好
ま
し
い
自
治
行
政
の

一街
化
預
託
地
按
で
、
今
後
の
動
一
ろ
い
ろ
提
言
し
た
こ
と
が
あ
る
一在
、
朝
気

・
斌
東
地
区
の
開
発

は
公
衆
浴
場
な
ど
公
共
的
料
金
面
か
ら
も
、
す
で
に
表

明

し

て

一

の

具

体

策

は

的

な

技

術

指
導

を

十

将

来

人

口

の

見

直

し

一人
口
規
模
は
二
十
五
万
人
か
ら
一向
に
よ
り
都
市
的
利
用
地
と
し
下
、
自
主
性
を
阻
害
し
な
い
広
一に
つ
い
て
、
区
画
整
理
事
業
で

や
一
般
物
価
へ
の
波
及
に
対
し
一い

る

よ

う

に

水

道

料

金

と

し

て

一

一

一

三

十

万

人
と
の
定
説
が
あ
り
、

一て
確
保
さ
れ
て
い
る
。
一
歳
行
政
の
中
で
は
、
む
づ
か
し
一ど
う
で
す
か
と
住
民
の
意
見
を

て
ど
の
よ
う
に
配
慮
し
た
か
。一
で
は
な
く
状
況
に
応
じ
て
行
政
一

間

今

後

の
笛
農
計
画
転
換
一

間
水
田
利
用
再
編
対
策
に
一
間
都
市
計
画
区
成
は
五
年
一
ま
た
本
市
は
、
十
年
間
で
二

一本

市

は

県

都

と

し

て

県

の

発

展

一

い

面

も

あ

る

。

オ

ー

ナ

ー

は

県

一聞
く
話
し
合
い
を
行
っ
て
い

答

市

内

の
公
衆
浴
場
に
つ

一聞
か
ら
の
配
慮
を
す
べ
き
も
の
一

の
具
体
策
に
つ
い
て
伺
い
た
一つ
い
て
地
区
別
お
よ
び
作
目
別
一
ご
と
に
線
引
き
の
見
直
し
を
行
一
万
人
し
か
人
口
増
加
を
見
込
ん
一

一
で
あ
る
が
、
も
っ
と
指
導
性

f。
事
業

地 方 公 営 企 業 制 度 の

抜 本 改 正 に 関 す る 意 見書



一

甲
府
駅
近
代
化
長
び
に
閃
辺

問
題
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、

一
時
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
ず
に
指
摘
し
、
促
進
委
員
会
事
務

て
推
進
す
る
事
業
で
あ
り
、
推
の
著
し
い
状
況
か
ら
、
そ
の
実

一地
区
の
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
的
に
低
滞
し
て
い
ま
し
た
が
、

悶
鉄
側
の
窓
向
と
し
て
は
、

局
の
強
化
鉱
充
を
図
り
な
が
ら
定
事
業
費
三
百
億
円
、
十
年
以

情
の
調
査
と
解
決
策
の
検
討
に

一は
、
附
和
四
十
七
年
七
月
に
山
梨
凶
体
町
六
十
一
均
開
催
が
一
駅
舎
改
築
に
つ
い
て
は
駅
時
慢
を
失
す
る
こ
と
な
く
具
体
上
の
期
間
を
要
す
大
規
模
な
事
重
占
、
を
お
き
調
査
を
進
め
て
き

一川
町
、
市
、
商
工
会
ぷ
所
及
び
関
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
再
舎
の
み
で
は
な
く
、

「
甲
府
的
か
つ
積
極
的
に
運
動
を
展
開

業
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
当

ま
し
た
。
朝
日
町
の
パ
ス
専
用

一係
芯
同
体
な
ど
に
よ
り
「
甲
府
度
そ
の
気
通
が
急
速
に
日
ま
駅
等
の
拠
点
駅
は
駅
ピ
ル
方
す
る
よ
う
要
訪
し
ま
し
た
。

局
は
、
具
体
的
に
県
並
び
に
国
レ

l
ン
の
設
定
、
朝
日
、
新
紺

一駅
近
代
化
促
進
委
員
会
」
が
粘
り
、
市
民
も
肉
体
開
催
に
む
け
式
」
で
あ
る
こ
と
。
身
延
線
の
高
架
問
題
に
つ
い
等
に
陳
情
し
、
ま
た
市
と
し
て
屋
小
学
校
地
按
の
交
通
規
制
に

一成
さ
れ
、
そ
の
具
体
化
の
た
め
て
駅
近
代
化
に
泊
進
す
る
旨
強
一
中
央
新
幹
線
構
想
に
つ
い
て
は
、
陳
情
魯
が
提
出
さ
れ
本
も
責
任
あ
る
方
策
を
講
じ
て
い
つ
い
て
は
、
市
当
局
が
住
民
の

↑の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
「
甲
府
駅
レ
決
立
を
一
ボ
す
と
と
も
に
、
国
て
は
、
当
而
時
慮
に
入
れ
な
市
東
南
部
の
開
発
と
本
市
将
来
く
前
段
階
と
し
て
、
市
民
の
意
意
見、

要
望
を
十
分
斜
酌
し
、

一及
び
駅
周
辺
地
成
近
代
化
整
備
欽
当
局
と
の
交
渉
、
促
進
委
員
く
て
よ
い
こ
と
。
の
均
衡
あ
る
都
市
的
発
展
の
た
向
を
的
確
に
把
鑑
す
る
た
め
、

公
安
香
員
会
等
へ
反
映
さ
れ
る

一構
想
」
が
策
定
さ
れ
、
そ
れ
に
会
の
名
営
会
長
で
あ
る
困
辺
知
一
容
貨
分
離
、
す
な
わ
ち
貨
め
そ
の
実
現
が
望
ま
れ
て
き
た
身
延
線
沿
線
住
民
を
対
象
に
ア
ょ
う
強
く
要
訪
し
、
効
果
に
つ

一基

づ

い

て

地

元

へ

の

滋

明

会

、

い

て

も

合

理

的

か

つ

科

学

的

に

一国
鉄
当
局
へ
の
促
進
の
た
め
の

甲

府

駅

近

代

化

促

進

並

び

に

交

通

問

題

に

分
析
、
還
さ
れ
る
よ
う
喜

一働

き

か

け

な

と

を

精

力

的

に

行

し

ま

し

た

。

荒

川

橋

附

近

の

交

一

一

っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま

関

す

る

調

査

特

別

委

員

会

(

中

間

報

告

)

通
状
況
に
つ
い
て
も
、
現
地
税

一

一

た

市

議

会

と

し

て

も

四

十

ヒ

年

察

、
金
沢
市
等
先
進
都
市
の
視

一

一

十
月
及
び
五
十
年
六
月
に
投
位
事
へ
の
協
力
安
川
等
精
力
的
に
物
駅
砂
転
に
つ
い
て
も
勘
案
も
の
で
す
が
、
委
員
会
は
河
架
ン
ケ
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
察
を
精
力
的
に
実
施
す
る
中
で

一

一さ
れ
た
甲
府
駅
近
代
化
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
安
勢
が
し
な
く
て
よ
い
こ
と
。
に
よ
る
メ
リ
ヅ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
た
。
そ
の
結
果
は
、
陳
情
告
に
そ
の
対
策
の
た
め
の
調
査
を
重

一

一

閃

す

る

特

別

委

員

会

、

さ

ら

に

示

さ

れ

ま

し

た

。

等

で

あ

り

ま

す

。

ト

の

把

盗

及

び

位

進

の

た

め

の

よ

る

住

民

の

意

向

と

は

大

き

く

ね

て

き

ま

し

た

が

、
結
論
的
に

議
案
第
六
九
号
甲
府
市
市
立
一
締
結
に
つ
い
て
〈
市
立
湯
田
小
↑
議
案
第
八
二
号
訪
負
契
約
の
一
る
、
と
の
ほ
明
が
あ
り
ま
し
一
本
特
別
委
員
会
と
継
続
的
に
鋭
本
委
員
会
と
し
て
も
、
本

年

委

n会
は
、
駅
近
代
化
並
び
具
体
的
方
策
等
に
つ
い
て
先
進
か
け
離
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
広
は
こ
れ
が
抜
本
的
解
消
策
と
し

の
高
等
学
校
及
び
幼
縫
園
の
学
一
学
校
改
築
建
築
主
体
工
事
)
一
締
結
に
つ
い
て
(
大
津
終
末
処
一た。

一立
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
六
月
に
隣
県
民
日
本
駅
の
改
築
及
に
周
辺
地
域
の
再
開
発
問
題
が
地
で
あ
る
静
岡
市
を
視
察
す
る
範
箇
か
つ
詳
細
な
調
査
を
要
請
て
は
道
路
、
橋
梁
の
新
設
改
良

校
医
、

学
校
歯
科
医
及
び
学
校
一
議
案
第
七
四
号
昭
和
五
十
三
一
理
場
消
化
タ
ン
ク
建
設
工
事
)
一

こ
れ
に
対
し
て
委
員
会
は
、
一

し
か
し
、
そ
の
後
の
オ
イ
ル
び
周
辺
地
肢
の
整
備
状
況
を
視
一
歩
前
進
し
て
き
た
点
に
つ
い
な
か
で
今
日
ま
で
慎
重
な
検
討
し
ま
し

た

。

が

急

務

と

さ

れ

な

が

ら

も

、
そ

り

一
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
一年
度
甲
府
市
一
般
会
計
補
正
予
二
重
第
八
三
売
買
契
約
の

一今
回
の
改
定
に
際
し
て
は
市
民
一

1
yク
に
よ
る
経
済
不
況
、
察
す
る
な
と
調
査
を
し
て
き
た
て
は
評
価
す
る
も
の
の
、
六
十
を
加
え
て
き
ま
し
た
。
高
等
中
市
内
交
通
機
能
の
整
備
充
実
の
応
急
的
な
袋
詰
実
現
を
要

一
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
一算
(
第
二
号
〉
中
所
管
分
の
四
一締
結
に
つ
い
て
(
大
津
終
末
処
一の
意
見
を
聴
く
会
、
水
道
そ
二
国
鉄
当
局
の
財
政
状
況
、
客
貨
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
っ
一
年
山
梨
凶
体
が
実
現
の
絶
好
業
は
郡
市
計
画
事
業
の
一
環
と
に
つ

L
て
は
、
特
に
市
内
の
通
望
し
ま
し
た
。

よ

一
条
例
制
定
に
つ
い
て

一案
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
当
一理
場
濃
縮
タ
ン
ク
建
設
工
事
ア
ー
か
ら
の
意
見
の
聴
取
、
水
一分
離
及
び
中
央
新
幹
線
哨
耳
語
し
た
一
辿
の
調
査
の
過
程
で
別
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
を
特
し
て
、
建
設
省
が
主
体
と
な
っ
勤
通
学
時
に
お
け
る
交
通
渋
滞

一

議
案
第
八
六
号
紡
負
契
約
の
一局
原
案
の
と
お
り
全
員
異
議
な
一

議
案
第
七
四
号
附
和
五
十
三
一辺
料
金
審
議
会
へ
の
諮
問
と
、
一

ピ

一
締
結
に
つ
い
て
〈
市
立
伊
勢
小
丁

可
決
す
る
も
の
と
決
し
ま
し
一年
度
甲
府
市
一
般
会
計
補
正
予
一市
民
の
意
向
や
意
見
を
十
分
く
一

:
日
-i
i
H“i
-日
ロ

日
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j
en
-
-
-
"HZ

Z
U

Z
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H

-
HM
Z口
口
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=

H

Z
H
H
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(注〉

新常任委員の紹介
写真測は、正、副委員長、

委員の別、氏名、党派 、住

所、電話番号のI1聞を示す。

~互主壬ヨコ | ζ~ ~玉三五〉
市長室、企画部、総務部、市民部(国民健康保険課を除く〉、社会部東・西部地獄 | 社会部(東 ・西部地域振興課を除く〉 、福祉部、環境部、市民部国民健康保険課、

振興課、金計室、教育委員会、選挙管理委員会、公平委員会、監査委員の所管に属す l 市立甲府病院の所管に属する事項を審査する。
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